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１．研修の概要

（１）日程

（２）開催方法

（３）参加人数

（４）講師

（１）研修全体として 割合

・非常に有意義であった 78 %

・有意義であった 22 %

・どちらとも言えない 0 %

・有意義でなかった 0 %

・とても有意義でなかった 0 %

　・無回答 －

（２）主な意見・要望 ・特許文献調査の目的からはじまり、目的に応じた検索方法の決め方など参考になる点が多かった。

・検索方法において受講した方法を試すとこれまでよりも効率的な調査が行えそうだと実感した。

・全く知識・経験がない状態で参加いたしましたが，制度のしくみから検索のポイントまで，基本的なと
ころがよく分かった。
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２．アンケート結果　（回収率：82％）

人数

令和7年度　(初級)特許情報活用研修(先行調査を覗いてみよう！)

独立行政法人工業所有権情報・研修館（ＩＮＰＩＴ）では、令和7年度 (初級)特許情報活用研修(先行調査を覗いてみよう！)をオンラインにて実施いた
しました。本研修では、特許出願前から特許取得、権利活用に至るまでに必要となる効率的な特許調査の手法や、特許審査基準に基づいた特許
性判断について、講義だけではなく、演習・グループディスカッションを通じて学習いただきました。また、研修内容や日常業務の特許調査等に関す
る疑問を講師に個別相談できる「お悩み相談室」を開設し、受講生に活用いただきました。

令和8年2月4日～6日（3日間）

オンライン


